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   Thirty seven patients with urinary tract infections were treated with Wintomylon. 

   The daily dose of Wintomylon was 2 gms. dividing 4 times and it was given for 14 

days. Clinical cure was obtained in 28 out of the 37 and a bacteriological cure in 28. 

   One patient complained of anorexia and another felt thirst. It appears to be a safe 

and effective drug in urinary tract infections, especially those associated with E. coli, B. 

Proteus and Pseudomonas.

1緒 言

戦後数 々の抗生物質 が発見 され感染症 に対 し

て大 きな効果が認 め られてい るが,最 近 これ ら

抗生物質に対す う菌 の抵抗性 が しば しば問題 と

な り新 しい型 の抗菌剤 の出現 が望 まれてい る.

ウ イン トマ イ ロソはLesher等(1962)1)に

よつて合 成 された抗菌製剤 であ り,化 学 的には

ユ,8-naphthyridine誘 導 体 の一 つで ある1-

ethy1-7-methy1-1,8-naphthyridine-4-one-3-

carboxylicacid(Nalidixicacid)で あ りMc

Chesney等(1963)2,に ょ り病原性 グ ラム陰 性

菌 に対 して有効 であ ることが実証 され てい る.

私 達は尿路感染症患者37例 に対 して本剤 を投

与 しその治療成績 につ いて検討 を加 えた ので薮

に報告 す る.

H臨 床 試 験

a)使 用方法

無作為的に37例 の尿路感染症患者を選び一定期間薬

剤を投与した.こ れら患者は男子18名,女 子19名 で年

令は16才 から78才 までであり,こ れらすべての患者は

臨床的並びに細菌学的にはつきりした尿路感染者であ

り,即 ち尿中白血球増多と尿培養により菌陽性が認め

られている.又37例 の内10例 が急性感染症であ り他の

27例 は再発又は慢性感染症であ り多くは急性増悪を示

していた.

これ ら患者に対し尿採取後,直 ちに培養及び感受性

テス トを行い同時に本薬剤の投与を開始し,投 与量は

1回500mgの ウイソトマイロソを1日4回14日 間投

与 した.更 に2回 目尿は治療開始後7日 目に採取 し,

3回 目尿は14日 目に採取し,菌 及び尿中白血球の消長

についても検索し薬剤の効果は症状消失の速さ,尿 顕

微鏡所見及び尿培養の結果で判定した.又 排尿痛の特

に強い2症 例に対してウロピリヂンを併用し,神 経因

性膀胱の患者にはアリナ ミソの併用療法を行つたが,

その他使用上特殊な方法は行わなかつた。

尿の顕微鏡的検査では膿球の数を低倍率で数え,尿

培養は遠沈 した沈渣を白金線で ドリガルスキー改良培
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地(B.T.B.培 地)及 び血液寒天培地に植え,必 要に応

じてP.E.A.培 地に培養しはえたコロニー一・tZLついて標

準抗生物質(8種)の デスク及びウイントマイロソ5,

30,60rncgの デ ィスク感染性試験に移して検索した,

b)使 用症例

本薬剤を投与した37例 の尿路感染症患者の感染部位

は表1に 示す如 くである.即 ち上部尿路感染中腎結石

を伴うもの2例,腎 孟腎炎を伴 うもの9例 であり,下

部尿路感染中単なる膀胱炎の老4例,又 合併疾患を有

する慢性膀胱炎,即 ち膀胱癌を合併するもの4例,遊

走腎4例,腎 結核4例,神 経因性膀胱3例,前 立腺肥

大症2例,前 立腺炎1例,尿 道狭窄1例 計19例 であつ

た.又 手術後尿路感染を起したもの3例 について本剤

を使用した.

表1.感 染部位

た.又 これ ら37例中3例 は症状消失し来院を中止した

た為14目 目の尿は採取出来なかつた,

先ず これら37例 の治療前の尿より分離 された菌及び

常用抗菌剤に対する感受性試験は表2に 示す如 くであ

る,即 ち37名 の尿より分離された菌は43菌 株であり,

これら菌に対 して常用8種 の抗菌剤並びにウイン トマ

イロン5,30,60mcgの デ ィスク感受性試験を行つた.

表2.43菌 株(37例 の患者から分離)の デスク感受性
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m臨 床 成 績

a)細 菌学的検索

尿培養は37例 の患者については前述の如 く治 療 直

前,治 療開始後7日 目及び14日 目に行つた.治 療前の

尿にっいては感受性試験も行つた.然 し第2回,第3

回尿に対しては尿培養のみ行い感受性試験 は 省略 し

その結果E.coli,Pseudamonasは100%の 感受性

を示しス トレプトマイシソ,コ リマイシソ,カ ナマイ

シソよりも高い感受性を示していこが,Klebsiellaは

9菌 株中5菌 株に感受性を示 してお り,コ リマ イシ

ン,カ ナマイシソより低い感受性を示していた.一 方

Pτoteus菌 は9株 中7株 に感受性があり,ア ル ビオシ

ソT,ノ ボビオシソと同程度の感受性を示し,テ トラ

サイクリソ,コ リマイシソ,カ ナマイシン等よりかな

り高い感受性を示 した.然 るにStaphylococcusに 対

しては全 く感受性を示さなかつた.以 上の結果より本

薬剤はグラム陰性菌特に等にE.coli,Pseudomonas,

Proteus対 しては強い感受性を示 し,他 の常用抗菌剤

に比較してその効力は優るとも劣 らないことが判明し

た.

b)症 状に対する本薬剤の効果

治療開始後7日 目,及 び14日 目の症状は表3に 示す

如 くである.即 ち治療後7日 目に完全に症状の消失し

たものは37例 中20例,症 状の改善をみたもの13例,不

変3例,悪 化1例 であつた.更 に治療後14日 目になる

と愁訴及び症状の消失したもの28例,改 善をみたもの

6例,不 変2例,悪 化1例 であ り,尚 症状の消失せる

28例 中3例 は急性膀胱炎の患者で治療開始後7日 目で

すでに症状は完全に消失し,14日 目には来院しなかつ

たのでこれら3例 は全治せるものと考えられた.

本薬剤投与によつても症状の改善をみなかつた症例
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症 状

消

改

不

悪

失

善

変

化

7日 目(症 例数)

20

13

3

1

14日 目(症 例数) 尿 培 養

28(3)

6

2

陽 性

陰 性

培 養 不 能

1

7日 目

17

20

0

14日 目

6

28

3

()内 は症状改善し14日 目に来院 しなかつた症例で

治癒したものと思われる症例.

は神経因性膀胱,膀 胱癌,前 立腺炎などを合併せる慢

牲膀胱炎の患者であつた.叉 使用中悪化を示 した1例

は両側腎結核で一側腎は既に腎摘出術を受けてお り残

腎結核に更に混合感染を起した症例である,こ の症例

は尿培養によりProteus菌 が検出され感受性試験で

アミノベソジルペニシ リソ,ア ルビオシソT及 びウイ

ントマイロンに㊧み感受性があることが判明しウイソ

トマイロンを投与したが腎機能が高度に悪化し一般状

態の悪化に伴い経口投与が困難となつたので3日 の投

与で中止したためその効果は判然としなかつた.

c)膿 尿にする効果

本薬剤の膿尿に対する影響は表4の 如 くである.即

ち7日 目に膿尿の消失せる者11例,膿 尿はあるが改善

をみたもの22例,改 善をみないもの3例,悪 化を示し

たもの1例 であつた.5L14日 目には23例 が膿尿は消失

し,10例 は改善をみ,3例 は不変で,1例 は悪化を示

した.こ れら症例中改善をみなかつたものは膀胱癌,

結核,神 経因性膀胱等を合併 した症例であり,悪 化を

示した1例 は前述の如 き残腎結核に腎孟腎炎を合併し

腎機能が極度に悪化した症例である.

表4.本 薬剤の膿尿に及ぼす影響

あ り,こ れ ら患者は膀胱癌,神 経因性膀胱,前 立腺炎

等を合併せる慢性膀胱炎並びに腎結石症に腎孟腎炎を

合併せる症例で,こ れら症例はかな り慢性の経過をと

つてお り,本 薬剤投与前にすでに種 々なる抗菌剤が投

与された症例である.

e)副 作用

最後に本薬剤の副作用についてみるに,1例 に食慾

不振,他 の1例 に口渇を認めた.他 は糖尿病,高 血圧

等の患老にも投与したが別段副作用はみられ な かつ

た.
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按

膿 尿 な し 11

()内 の数字は膿尿が消失 し14日 目に来院せず検査

出来なかつたが治癒したと思われる症例.

d)菌 消失に及ぽす本薬剤の効果

菌消失に及ぼす本薬剤の効果についてみるに表5に

示す如 く治療後7日 目で菌の消失したもの20例,14日

目では28例 に達した.然 し6例 は14日 目でなお陽性で

ウイソ トマイロンは合成 され た抗菌作用を有

する一連 の1,8-naphthyridine誘 導 体 の一つ

である ことは先に も述 べた ところであ る.

本 薬剤 は特 にグ ラム陰性菌群に高度の感受性

を示す ことはMcChesney等 を はじめ多 くの人

達に より認め られてお り,本 薬 剤の泌尿器科領

域 えの応用に関 してはLishman等(1963)3),

Jameson等(1963)4).Ward-McQuaid等

(1963)5)等 多 くの報告が ある.即 ち本薬 剤の菌

に対 す る感受性 についてLishman等 はE。coli,

Proteus,Pseudomonas等 に は100%の 感 受性

を示 しサァル ファフ ラゾール,テ トラサ イク リ

ソ,ス トレプ トマイシソ等 より効力が ある と述

べてお り,Ward-McQuaid等 はE.coli,Kre-

bsiella等 に対 しては クロラムフェニコール・

ニ トロフラソ トイン,カ ナマイシン 等 よ り 劣

り,テ トラサ イ クリンや ス トレプ トマイシンよ

りやや優 り,サ ァル ファ フラゾール よりずつ と

効果が あつ た と述べ てい る.又 彼等 は一般 に感

受性が ない と云 われ てい るStreptococcus26株

中6株 に感 受性を示 した と報 告 してい る。

私達の成績で はE.coli,Pseudomonasは 本

薬 剤に対 し100%の 感 受性を示 しLishman等 の

成績 と一致す る結果 を得 た.一 方Proteusも9
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株 中7株 と高率に感受性を示 し,他 の一般抗菌

剤 と比較 してかな り高い効力を示 していた.然

しなが らKrebsiellaに 対 しては ス トレプ トマ

イシ ソ,テ トラサイ ク リン,ク ロラム フェ ニコ

ール より優 るが コ リマイシン.カ ナマイシ ン,

ア ル ビオシンTよ りや や劣 ることが 判 明 し た

が,Staphylococcusに 対 しては私 達の症例 で

は感受性 を示 したものは見 られ なか つた.

以 上私達 の成績 は諸家 の成績 とほぼ一致 しグ

ラム陰性菌群,特 にE.coli,Pseudomonas,

Proteus等 に高 い感受性 を有す る こ と が 判 つ

た.

次に本薬剤投与による臨床症状に つ い て は

Jameson等 は7日 後に17例 中16例 に症状の改

善をみた と報告し,一 方Lishman等 は60例 中

35例 は完全に症状が消失 し18例 は症状が 軽減

し,9例 は改善をみなかつたと述べており,こ

れ ら症状の改善をみなかつた9例 の内膀胱癌が

2例,再 発膀胱乳頭腫1例 及び結核性膀胱炎の

ユ例が含 まれていたと述ぺている.更 に一般に

膀胱癌,結 核,神 経因性膀胱などを合併せる慢

性尿路感染症の症例は本薬剤の投与によつても

難治であるとされているがCampbe11等6)は 神

経因性膀胱に続発 した慢性再発生腎孟腎炎に対

して本薬剤を投与 して著効があつたと述べてい

る。

私達の症例では投与後7日 目で症状の消失 し

たもの20例,改 善13例,不 変3例,悪 化1例 で

あり,14日 目では28例が症状消失 し,6例 に改

善をみ,2例 は不変で,1例 は悪化 を示 した

が,こ れ ら症状申不変であつた3例 は神経因性

膀胱,前 立腺炎,膀 胱癌を合併 した慢性膀胱炎

の患者であつた.

私達の症例中神経因性膀胱を合併 したものは

3例 であり,ウ イン トマイロン投与により症状

の改善をみたものは2例 であり,又3例 共膿尿

は消失せず,菌 も陰性にはならなかつた.一 方

胱膀癌を合併 した症例は5例 であるがその内1

例は膀胱部分切除後の症例である.こ れ ら症例

中1例 は以前膀胱部分切除を受けた事があり,

その後膀胱乳頭腫が再発し,こ れは電気凝固術

により,消 失 したが頑固な膀胱炎症 状 が続 い

た.尿 培養 に よりKlebsiellaとPseudomonas

が 証 明 され感受性 テス トで アル ビオシソT,ノ

ボ ビオ シン及 び ウイ ソ トマイ 目ソにのみ感受性

を示 し,ウ イソ トマイ ロソを使 用 した ところ症

状 は4日 後に消失 し著効 を呈 した症 例であ る.

更 に前立 腺炎を合併せ る1例 は尿培 養 の 結 果

Staphylococcusep呈dermidisが 発 見 され感受

性 テス トで ウイ ソ トマイ ロンに感受性 がない こ

とが判 明 した.

次 に本薬剤 の膿尿 に及ぼす効果 に つ い て は

Jameson等 は本薬 剤投 与7日 目の採取尿では17

例 中膿尿消失 したもの7例,膿 尿を認め るもの

10例 であ り,投 与後28日 目では陰性16例,陽 性

1例 であつた と述 べ ている.

私 達 の症例 では7目 目で膿尿 消失 した もの11

例,膿 尿 はあ るが 改善 された もの22例,不 変3

例,悪 化1例 であ り,14日 目で は膿尿 消失 した

もの23例,膿 尿 はあ るが改善をみ たもの10例,

不変3例,悪 化1例 であつた.

Jameson等 は本薬剤の尿中菌消失に及ぼす影

響について観察 し,そ れによると本薬剤投与7

日目の尿培養で17例 中5例 に陽性,12例 が陰性

で,更 に28日 目では17例 中16例 が陰性,1例 が

陽性を示した と報告している.又Lishman等

は本薬剤を一定期間投与 した後,尿 培養を繰返

した46例 の患者のうち,15例 は陰性,8例 は新

しい菌が出現 し,23例 は頑固な感染がみられた

と述べている.

私達の成績では投与7日 目では陽性17例,陰

性20例,14日 目では陽性6例,陰 性28例 であつ

た.

最後に本薬剤の副作用についてみるに,本 薬

剤は一般に極めて毒性の少ない薬剤であるとさ

れており,Lishman等 は本薬剤を投与 した60

例中軽い頭痛,一 過性のかゆみを訴えたものが

それぞれ各1例 認められた と述べ て お り,痛

風,糖 尿病,高 血圧,心 房細動,精 神病,糖 尿

病性末梢神経症等の患者に対 しても副作用は全

くみられなかつたと報告 している.又Ward-

McQuaid等 も52例 中1例 に一過性の顔面紅潮

をみ,Jameson等 は17例 中1例 に嘔吐がみら

れたと述べている.
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更にCarro11(1963)7)等 は重篤な 腎機能障

害患者にも投与 しており,Ward-McQuaid等

も腎不全の中毒患者に投与 しても安全であると

述べている.私 達の症例では1例 に食慾不振,

他の1例 に口潟が認められたがその他別段副作

用は認められなかつた.

唯本薬剤使用中1例 に症状の悪化が認め られ

たが,本 症例は残腎結核に腎孟腎炎を併発 した

症例であり,菌 はProteusで ウィソ トマイロ

ソに感受性を示 した為ウイン トマイロンを投与

したにもかかわらず腎機能の低下により尿毒症

症状を呈した為経口投与が困難 となりやむなく

投薬を中止 したものである.従 つて本症例はウ

イソ トマイロソの副作用によるものであるとは

考え難い.

V結 語

私達は16才 か ら78才 まで の尿路感 染症37例

(急 性疾 患10例,慢 性疾患27例)に 対 しウイソ

トマイ ロソ1日4回,1回500mgを14日 間 投

与 した.そ の結果7日 後症状 改善をみ たもの33

例,菌 消失は7日 後20例,14日 後28例 で あ り,

膿 尿消失は7日 後11例,14日 後23例 で あつ た.

副 作用 として1例 に食欲不振,1例 に 口渇が

認め られた.

本 薬剤はE.coli,Proteus,Pseudomorlas

な どに よる尿路感 染症 には特 に効果が あ るよう

に思われ る.
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